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                             取締役頭取  
 

株式会社滋賀銀行は、ＣＳＲ憲章（経営理念）に掲げる「共存共栄」の精神のも
と、国連が提唱するＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を企業行動につなげ、持続可
能な社会の実現に努めています。 
すべてのステークホルダーとともに、「お金の流れ」で地球環境を保全することを

目的として、次の取り組みを進めてまいります。 
 

1．「環境金融」ならびに「社会的課題解決型ビジネス」の推進を通じて

持続可能な地域経済を創造します。 

～“お金の流れで社会を変える”との気概で、課題解決型金融商品・サービスの提供を実践～ 
◆グリーンローンやグリーンボンドなど、課題解決型ビジネスや地域社会の持続可能性に資する事業を金

融で支援する「Sustainable Development 推進投融資」を、2030 年度までに（新規投融資額累計）1 兆

円実行し、持続可能な循環型社会の構築を推進します。 

◆FinTech の活用によりキャッシュレス社会の実現に努めるとともに、「デジタル通帳」などの紙資源を使

用しない商品・サービスを拡充します。 

◆琵琶湖をはじめとする地球環境保全への願いを込めた、「しがぎん琵琶湖原則」への賛同を広く呼びかけ、

お客さまの環境保全への取り組みを促進します。 

◆「ビジネスフォーラム」、「ＳＤＧｓビジネスマッチングフェア」の開催を通じて、ＳＤＧｓをビジネス

につなげ、お客さまの課題解決型ビジネスへの取り組みを積極的にサポートします。 

◆「エコプラス定期」および「ネット投信の電子交付サービス」の拠出金により、琵琶湖の固有種で絶滅

危惧種のニゴロブナ・ワタカを放流し、琵琶湖の環境と生物多様性の保全に貢献します。 

 

2．「エコオフィスづくり」を積極的に推進します。 
～持続可能な資源活用による「クリーンバンクしがぎん」の実践～ 

◆再生可能エネルギー向け融資を積極的に推進し、地域社会の脱炭素化を進めることで、当行の温室効果

ガス排出量を、2030 年度までに、2013 年度対比 30％以上削減します。 

◆本支店の空調・照明設備、受電設備、ＯＡ機器を随時更新し、オフィスの省エネ性能の向上を図ります。 

◆店舗の新築・改築には、3Ｒ品や省エネ機器、太陽光発電設備等を導入し、環境に配慮した仕様にします。 

◆業務見直しによる紙資源使用量の削減に努めるとともに、発生した古紙は行内の「リサイクルシステム」

を活用してリサイクルします。 

 

3．多様な人材を育成し、人と自然が共生する社会づくりを推進します。 
～地域の皆さまとともに、持続可能な社会を実現～ 

◆ＳＤＧｓ・金融リテラシーの普及・向上活動や、次世代人材の育成活動に取り組み、2030 年度までに累

計 10,000 人に実施することで、持続可能な社会の実現に貢献する多様な人材を育成します。 

◆当行独自の評価指標「環境格付（ＰＬＢ格付）」「生物多様性格付（ＰＬＢ格付ＢＤ）」を活用し、お客さ

まによる環境保全や生物多様性保全の取り組みを促進します。 

◆森づくりサポート、ヨシ刈り、ヨシ苗植え、外来魚駆除等の“いきものがたり”活動や、地域との協働

による環境ボランティア活動を通じて、地球市民としての高い環境意識をもった人材を育成します。 

株式会社滋賀銀行は、上記取り組みの進捗状況を確認し、 
環境省へ報告するとともに、「ＣＳＲリポート」による公表を行ってまいります。 

「環境金融」で脱炭素社会へ 


